
DCアンプシリ ー ズNo.189
ゲイン連続可変式反転増幅アンプ採用， 半導体式と頁空管式の2種類を同時発表

CDラインアンプ［後編］

金田明彦 KANETA Akihiko 

ゲインを1以下にできる反転増幅アンプを採用し，
CDプレ ーヤ ーの出力を適切に減衰させながら， 出力
ケ ー ブルとパワ ーアンプを充分に駆動することがで
きるラインコントロールアンプ．半導体式では初段
にPチャンネルFET, 出力段にpnpトランジスタ ー

を使用したものと， その逆のNチャンネルFETおよ
びnpnトランジスタ ーを使用したものの2種類を発
表する． 真空管式は半導体式と同様の回路で， GT型
5極管を初段と出力段に使用している． 音量をゼロに
できるため使いやす<, 音質も一層向上した．

半導体CDラインアンプ
の製作

DCアンプ中， 最も多く製作さ
れると思われる半禅体CDライン

アンプから説明しよう．

半導体電極接続
図17は半禅体電極接続である．

2SK170は真空管ラインアンプの
AOCに使用する．

FETの測定
ラインアンプの初段差動アンプ

Tri, Tnと2段目差動アンプTr-i,

Trs, それに真空管ラインアンプ

2SJ103BL 
2SK246BL 
2SK170BL 

［図17]半沿体の電

（図は前回から連番）
信

1 ドレイン
2ゲー ト
3ソ ー ス
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用AOCの差動アンプTri, T叫こ

使うFETはペア選別が必要だ． 図

18の測定回路でlDSSを測り， その
差がO.lmA以内のものをペアとし

て差動アンプに使う．

熱結合
半蔚体ラインアンプでは初段差

動アンプと2段目差動アンプを熱
結合する． 真空管ラインアンプの
AOCの差動アンプも熱結合が必要

だ． 図19は熱結合図である．

基板
図20はP-Typeラインアンプの

基板図， 図21はN-Typeラインア

2SA872A 28D756 2SA606 
2SC1775A 2SC959 

i � 
0 

(uy 
1エミック ー 1エミック ー 1エミッタ ー

2コレクタ ー 2コレククー 2ペース
3ベー ス 3ベース 3コレクタ ー

ンプの基板屈lである． 図22は土

27V整流基板で， これはどちらの

タイプにも共通して使える．
基板製作のポイントは， 回路図

を完全に頭に入れた状態で， 入力
から出力に向けてパーツを配置す

ることだ． 単なる作業ではなく，

互l路を実体化していくという気持
ちが大切だ． 基板の裏配線時には，
基板表側の四隅に20mmサポ ー ト
をネジ止めする． これで基板が水

平に安定して骰けるので， 裏配線
が大変やりやすくなる．

ケ ースの加工
本機のケ ー スにはタカチ電機Jご

2SA1967 LM338 HZ6C2 
RD24F Io I 廿 /ミ＼ RD33F 

胃「□ 日
l 2 3 

lペース l hjust111onL 
2コレクク ー 2 Vin 
3エミック ー 3 Voul 
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サンハヤトの万能基板に部品を実
装これはP-Typeラインアンプ
基板で， IN-Typeでは半泣体が逆
極性のものを使用する

2SJ103/2SK246/2SK170一-----
嘉麟Tri

［図19]熱結合

業の0S49-20-33BXを使用する．
図23�25がケ ー ス加工図である．
フロントパネルとリアパネルは外
側から見た図であり， 底板は上か
ら見た図である．

配線方法
配線を合理的にするには次のよ

うにするよい． 配線II寺には， サイ
ドパネルを外しておく． まずパワ

ートランスの1次巻線の配線をす
る． リ ー ド線から生じる磁場を打
ち消すために， 電流が往復する2
本のコ ー ドを撚り合わせて配線す
る．

整流基板は背が嵩いので， 通常
のサポ ー トは使えない． 底板に
cp3mmのビスとナットを固定し
5mmのスペーサー を入れる． これ

に基板をセットし， ナットで固定
する． 基板と底板の間隔は7mmし
かないので， リ ー ド線が重なり今
わないようにして配線する．

整流基板は固定箇所に置き， フ
ロントパネルから見て右端を軸に
180゜ 回転して裏返した；l氾原で配線
する． トランスの2次巻き線と
LEDの配線をする． リ ー ド線の長
さはぎりぎりではなく， 多少ゆと
りも持った方がよい． 整流回路の

配線が済んだら電源部のチェック

をする． 電源スイッチをオンにし

て， 整流出力電圧を測定する． 無
負荷電圧なので， 図11より少々高
めの電圧になる．

アンプ基板に4本の電源コ ー ド
2本のVR用コ ー ド， 入カケ ー ブ

ル， 出カケ ー プルを配線する． こ

のとき， 配線の引き出す方向が大

MJ 
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事だ．基板を配慨してみて，基板
から基板外の目標に向かう方向に
リ ー ド線を引き出すと良い．基板
図では引き出しリ ー ド線が互いに
クロスしないように描いているの
で，実際の引き出し方向とは異な
ることに注意して欲しい．

入力， 出カケ ー プルにはモガミ

電線の2497を使い，ケ ー プル表而

の印刷で，''MOGAMI"の"M''

を信号源側とする． つ まり入カケ
ープルではピンジャック側，出力
ケ ー プルはアンプ側になる．同様
に電源コー ドも''DAIEI"の"D"

が電源側になる．
アンプ基板を固定し， 整流基板

にアンプ基板からのリ ー ド線を配
線する．基板を90゜ 立てた状態で
配線し， リ ー ド線が1か所に重な
らないように，なるべく平らに分
散するようにする． 整流基板を固
定する． ビス1本には卵ラグを取
り付け，これにL.chピンジャック
からシャシ ーアー スの配線をする．
ゲインVRの配線をし， 最後に入
出カケ ー プルをピンジャックに配
線する．配線するとき，ケ ー ブル
の方向はピンジャックに垂直にす
る必要はなく，ケ ー プルが最も素

OV� 
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直に収まる方向にする．
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• • 0.18mm <P 7本より
［図21] N-Typeラインアンプ基板

o •  I◄ . 0

調整方法
入カピンジャック にショ ー トプ

ラグを入れ，ゲインVRを最大に
した状態で電源スイッチをオンに

する．出カピンジャックでアンプ
のDC出力電圧（オフセット電圧
Vo)を測る. VoがOVになるよう
に基板上のVR200Qを調整する．

真空管CDラインアンプ
の製作

真空管の電極接続
図26は真空管電極接続図である．

31DF2 X4 

+27V <:
<: 

宝．中
I '- ワ 〉両R5066k十 ↓ ；

+27V ｀ ( - 12kQ • -- I 

゜
� 

I I◄ I ゜

AC18 
［図22] 土 27V整流甚板

717AはNC (ノンコネクション）
が1か所あり，G:iとKが箭内で接続
され， 2か所に出ている．• このう
ちどちらを使ってもよいので，基
板配線が短くなる方を使っている．

717AのEci測定
717Aは図27の測定回路で，グ

リッド ・ カソ ー ド間電圧Eぃを測
定する．測定条件は3極管接続の
状態で，プレ ー ト電流lb+スクリ

2006/10 35 
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リアパネルにあるのは入出力端子とACケー ブルインレットのみ
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［図23]フロントパネル
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［図24] リアパネル
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［固26]真空管の電極接続

単位mm
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E 

［図27] 717AのEe1測定

+134V 

ーングリッド電流I四がlmA時の

Ec1 を測定する． 電源とプレ ー ト間

に入れた抵抗6.2kQの端子電圧を

測り， Ec1 を調整して端子電圧が

6.2Vにすればよい．

測定を終えたら， 717AをEc1 の

小さい順に並べ， となり合った

717Aをペアにして差動アンプと

出力段に使う. Ee, の小さい方を

差動アンプに， Ec1の大きい方を

出力段に使うと良い．

基板
図28はラインアンプ基板である，

パーツを配悩する順は次のとおり

だ. 717Aを固定する前に， Tr,

D, 抵抗， コ ンデンサー の配樅を

済ませておく. 717Aはサイズが

大きいので， これを配置すると他
のパ ー ツが配置しづらくなるから

だ． 碁板表側の四隅に5mmメタル

サポ ー トを取りつけてから717A

を固定する． こうすると717Aに

無理な力を掛ける恐れもなく保設

できるし， 裏配線が楽になる．

裏配線はまず， 717以外の配線
をモガミ2497の素線7本撚り線で

行う. ov ラインのジャンパーが1

か所あるので注意する ． 次に

717Aと基板間の配線をする． 先

に717Aのピンにハンダ付けして

から、 基板上の所定の箇所に配線

する． ヒ ー タ ー 間の配線を20芯コ

ードで行う．

図29はAOC基板である． 図30

は6.3Vレギュレ ー タ ー基板である．

ケ ースの加工

真空管ラインアンプはアンプと

遣源を分離した電源分離型として

製作する． ケ ー スはそれぞれタカ

チOS88-20-33BXを使う． 図31~

42が加工寸法である． 底板は内側

から， その他はすべて外側から見

た図である． 図36のフレ ー ムには

36 M」
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［図29] AOC基板

• l• • : I述
真空管式CDラインアンプの基板裏側. 717Aの取り付け
は、 基板に直径20mmの孔をあけ、 8本のピンをインシ
ュロックタイで締め付ければよい

の 3mmのllll孔をあける. 30mm

メタルサポ ー ト（メ ス ・ メス型）

と25mmサポー ト（メス ・ オ ス型）

を継ぎ足し， 55mmサポ ー トにし

2006/10 

てフレ ー ムに固定する． これに図
37のL梨アルミアングルを固定す
る． アングルには基板固定用とし

て， 30mmサポートに5mmスペー

サー を足して固定する．

図43は412Aを固定するための

取り付けパネルである． これは

55 x 10mm, t = 1.2mmのL型アル

37 
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［図31] ラインアンプフロントパネル
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［図32] ラインアンプリアパネル

ミァングルで作る．

配線方法

電源部では412Aの配線が大事
だ. 412A取り付けパネルの表側
の四隅に50mmメタルサポ ー トを

取り付ける. 412Aはピンを磨き，

38 

骨iハンダをしてから， 取り付け
パネルに固定する. 412Aの下部

にインシュロックタイを巻き付け，
取り付けパネルに通してから上部
にもインシュロックタイを巻き付
ける． ヒ ー タ ー のピンがフロント

パネル側に来る角度にする．

トランスの2次巻線を412Aに

配線する前に， 412Aからの出力
ライン（プレ ー ト， カソ ー ド）と

41 2A間の配線(AC入カライン）
を済ませておく． 取り付けパネル
の裏側を上にした状態でトランス

2次巻線を412Aに配線する． 取

り付けパネルを正規の状態に固定
し， 整流出カラインをフィルタ ー

コンデンサー に配線する．
アンプの配線は次の順に行う．

アンプ基板を付ける前に，6.3Vレ
ギュレ ー タ ー の配線と調整をする．
2P-XLRコネクタ ー とレ ギュレ ー

タ ー 基板間の配線をし， 出力電圧
を測定する. 6.3Vより低いときは

竃圧調整抵抗Rvを大きい値と交換

し， 高いときはRvを小さくする．
5P-XLRコネクタ ー に電源コ ー

ドを配線する. L.ch, Reh用の2

本を撚り合わせて， 予備ハンダを

してから， コ ネクタ ー のピンにハ

ンダ付けする．

アンプ基板を固定する. AOC基

板は5mmスペー サー を介して固定
する. AOCとアンプ間20芯コ ー

ドで配線する． アンプ基板のヒ ー

タ ー と6.3Vレギュレ ー タ ー 間の配

線をする． この状態で電源をオン
にして， 717Aのヒ ー タ ー 電圧を
チェックする．

ァンプ基板に電源コ ー ドを配線
する. T:iのプレ ー トと基板上の電

源ライン間の配線をはずし， 100

の抵抗を配線する． この端子電圧
を測るとIOがわかる． 電圧が
50mVなら， IOは5mAになる．

アンプ基板とゲインVR間の配

線をする最後に入出カケ ー プル

の配線をする． 本機の場合は先に
ピンジャックに配線し， アンプ基

板の入力部まで伸ばして所定の箇

所に配線する．

MJ 



調整方法
ア ンプの調整は Vo と Io だ． 入

力 に シ ョ ー ト プ ラ グを入れ， ゲ イ
ン VR は最大の状態で電源スイ ツ
チを オンに する. Vo を 測 り ， こ
れがOVに な るよ う にAOCのVRを
調整する. Io を測 り こ れが5m A 前
後 に な る よ う に ， AOC の REを 調
整する . RE と Trs のエ ミ ッ タ ー 1闊
の配線 を 外し ， 代 わ り に500 Qの
半固 定VRを仮配線 し ， こ れ を 調
整 し てIo を5mA に合わせる と 良い．
VRをはず し ， 抵抗値 を 測 り ， こ
の値に近い抵抗を配線する．

本機の特性
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［図33] ラ イ ンア ン プ天板
単位mm

アンプの特性につ い ては， いつ

も な ら ゲ イ ン周披数特性か ら 始め
る と こ ろ だが， いずれのアンプ も
1 01--Izか ら lOOkI--Iz ま で完全に フ ラ
ッ トなので， 記載は省略す る ． 邸
味深いのは 出力電圧対歪率特性 に
関 し て， 3 種のアンプに どの よ う
な特徴が出 る かだ．

図44~46は出力電圧対歪率特性
だ． この特性は ラ イ ンア ン プの機

能に最 も 適合した 方法で測定 し た．
ラ イ ンアンプは入力 信号 レ ベルが
高いので， ア ンプの耐入力特性が
重要だ． 特に本機の よ う に入力部
に ア ッ テ ネ ー タ ー のない ア ン プで
は耐入力特性をチ ェ ッ ク す る 必要
があ る ． 規格上CDの最大出力 信
号 レ ベ ルは2Vrmsなので， 余裕 を
見て， その 5 倍の l OVrmsの正弦波
を 入力する． ゲ イ ンVR を 調整し
て， 所定の出 力 電圧 に なる よ う に
して， その出 力電圧での歪率 を 測
定する．

図44はP-Type ラ イ ン ア ン プの

出 力電圧対歪率特性であ る ． 極め
て歪率が少なく， 出力電圧の増加
に伴っ て緩やかに増加す る素直 な
特性 だ. l kI--Iz と lOkI--Izの特性 も
揃 っ て いる． 最大出力 電圧は13V
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［図34] ラ イ ンア ンプ底板

［図35]
ラ イ ンア ン プ右サイ ド
パネ ル

［ 図 3 6 ] ラ イ ン ア ン
プ フ レー ム
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で あ る . DCパ ワ ー ア ン プの最大
入力 電圧は 2 ~ 3Vく ら い な の で ，
十分にゆ と り のあ る 出力電圧だ．

図45 はN-Type ラ イ ンア ン プの
出 力 電圧 対歪率特性 で あ る . N­
Type は さ らに歪率が少な く， 8V
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以下の 出力電圧では測定系の歪率
を 測 っ て い る に過 ぎ な い. lOVか
ら 最大出力 電圧の14V にかけて歪
率が増加するが， それで も 同一出
力 電 圧 でのP-T y pe に 比 較 し て ，
0. 15---0.19倍の歪率であ る．
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［図37] ラ イ ンアンプア ン グル
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［図39] 電源 リ アパネ ル

基板は側板か ら 渡 し た ア ン グルか ら 吊 り 下げて い る た め｀ 底板側か ら の配線が容易に
な っ て い る

図46 は真空管 ラ イ ン ア ン プの 出

力電圧対歪率特性であ る . lOV以
下の出力電圧範囲では 出力電圧 に
逆比例 し て歪率が増加 し て いるが，
こ れ は単純な ノ イ ズであ る ． 真西
管は半祁体に比較 し て ノ イ ズが多
いの は仕方がない． し か し， 測定
に現わ れて も ， 実用上は全く問題
のな い ノ イ ズ レベルである．

ア ン プ 自 体の歪率はlOV以上の

出 力 電圧で読み取れるが， こ の値
はP-Type ラ イ ン アン プよ り 小 さ
< ,  N-type と 同等かそれ以下の歪
率 と 見て良い． ま た こ の特性 には

記録 さ れて い な いが， 最大出 力電
圧は40V に も 達 し て い る ．

本機の音

本機ではP-Type , N-Type,  真
允碑式の3種の ア ン プを比較試聴
し な が ら 回 路 定 数 を 決 め て き た．
互いの 良 さ を取 り 入れて成長 さ せ
る 方法 だが， そ れが功を奏 し， 3
種 と も 同等の音楽表現力 を持つ こ
と がで き た． 従来のア ッ テネー タ
- + 非反転 ア ン プ方式 と 比較して，
決定的 な 逃いは音 の 鮮 度 に あ る ．
鮮度が高い と い う こ と は それだけ
音楽が リ アルに再現で き ， リ ス ナ
ー の心 を 音楽の 世界に 引 き込 む こ
と に なる．

3 種の違いを あ え て 表現すれば，
半狐体式 は嵩分解能， 音の鮮明度
に あ り ， 真空管式 は楽音 と 奏者の

存在感 にある． こ れは 本機 に 限 ら
ず， 他のDC ア ン プに共通 し た特
長であ り ， CD ラ イ ン ア ン プで も
そ の特 長 が顕著 に 出 た の で あ る ．

-Type と P-Type の差は厳密に比
較試聴す る と わかる 程度だが， よ
り 華 や か な 表現がで き る の はN­
Type , 落 ち 着 い た 安心感を醸 し
出 す の はP-Type で あ る ． こ の 辺
は個人的主観に も よ る だろ う ．

いずれにして も ， 0 と 1 の符号か
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ら こ れだけの音楽情報を引 き 出す
こ と がで き たのは， ラ イ ン ア ン プ

の重要性を再認識せ ざる を 得 な い
こ と にな る ． た だ し， 明 ら か に
DIA コ ン バー タ ーが原因と思われ
る AC アンプ ら し い音， つ ま り DC
ア ン プではあ り 得 な い音 も 滉 じ っ
て い る の で， 今後はDI
タ ーの追求が必然的に なる．

DIA コ ン バー タ ー は重要な部分
訊C で構成 さ れてお り ， どこ ま で
追 求 で き る か難 し い と こ ろ だ が，

少な く と も I/V コ ン バ ー タ ー ， ロ

ー パ ス フ ィ ル タ ー などの ア ナ ログ

部分 と レ ギュ レ ー タ ー な どの電源
部で はDCア ン プの技術が活かせ
る はずだ．

あ ら ゆる可能性に挑戦するのが
DC ア ンプシ リ ー ズ の ポ リ シ ー だ．
そ の 成果が徐 々 に 生 ま れ る のか，
突然生 ま れ る のか， やっ て み な け
ればわから ない．

コ ン バー

P-Type CD ラ イ ン ア ン プ試聴記
聴して その音の鮮度の高 さ に

驚かさ れる ． ホ ー ルの広 さ ， 高 さ ，
明 る さ な ど録音現場の状況をよ く
示 し て く れ る． 人 の声， ソ プ ラ ノ

声楽でい う と こ ろ の超高域 をは，

u
■
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［ 図4 1 ] 電源底板
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瑞 々 し く 再現 し ， 背景の オ ケ と の

距離 を 明確 に す る の で， 歌い手の
動 き と と も に， 歌 曲 の魅力 を あ ま
す と こ ろ な く 伝 え て く れ る ． ま た，
今管楽器の再現に優れる こ と も 魅
カで， ベ ル の評 き や息の流れが見
え る よ う だ． 圧 巻 で あ っ た の は ，
ジ ュ リ ア ノ ・ カ ル ミ ニ ョ ー ラ の

「ヴ ィ ヴ ァ ルデ ィ 」 で， 高域の切れ，

中低域の厚 さ ， t賓奏の ス ピ ー ド を
倍加 さ せ る イ メ ー ジ と な る . CD
か ら の情報を正確 に捉 ら え なが ら ，
鮮度や躍動感を音楽的 に 加 え て く

［ 図46] 真空管CDラ イ
ン ア ン プの出力電圧対
歪率特性

る こ と に感心 し た. SACD も 充実
し て聴 く こ とがで き た． 漁 田郁雄）

金 田 氏 は C D の扉 を 開 け た
30数年前 に初めて金田 ア ン プに

出 会 っ た と き の音の衝腺が よ みが
え っ た． 待望のN-TypeCD ラ イ ン
ア ン プが我が家 に来た の で， 印象
を簡単に書かせていただ ＜ ．

ま ず驚いたのは， LP:再生 と 同 じ

で何の違和 感 も な く 音楽 に 入れる
こ と だ． 演奏者を含め ， ア ル バ ム

制作者の気持 ち が伝わ る の は大い

に嬉 し い し， 楽 し く 聴け る ． 金田
氏が常 日 頃か ら 生の名演奏 を聴い
て い る か ら こ そで き る 技で は な い
かと思 う ．

ラ イ ブ盤 を 聴 け ばス ピー カ ー が

消 え て ラ イ ブ会場に な る ．
カ ル な んぞは 人が立 っ て い る ． 聴
いて いて 楽 し く な る ア ン プだ．
だ し ， 現実離れ した音 を 出 し て い
る 金満オ ーデ イ オ に は不向 き だ．

金田氏 はCDの扉 を 開 け た . 10 
月 7 日 の 試聴 会 が楽 し み で あ る ．
次 はDIA コ ン バ ー タ ー に期待 し た

（中江 消）" '-

「金田 ア ン プ を 聴 く 会」 開催
● 10 月 7 [1

ヴ ォ ー

た

(:1:::) 1 3  : 00~ 

〇会場 ： 東京都西束京市 「 コ ー ル 田無」
西武新術線田無駅下車， 北口徒歩7分
〇使用機器 ： DC ア ン プ制御SP-lOMkl ,
オ ー ル403A DC プ リ ア ン プ， CD ラ イ ン
ア ン プ， 半甜体パ ワ ー ア ン プ， ハ イ プ リ
ッ ドパ ワ ー ア ン プ， 真空管パ ワ ー ア ン プ，
ト ウ イ ー タ ー ： 音研OS-5000T, ス コ ー

カ ー ： 音研OS--455 + SC-500Wood ホ ー

ン，ウ ー フ ァ ー ： ア ル テ ッ ク 4 1 6 - 8A+A-
7 用 エ ン ク ロ ー ジ ャ ー
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